
2009/８/３　連携会議第２０号

各校事務職員様
連携会議事務局長　常　陸　敏　男
石狩市事務職員協議会夏期研修会報告
　日頃の事務実践大変ご苦労様です。
　７月２７日、石狩市事務職員協議会夏季研修会が、北海道教育会館で開催されました。
参加者は、市内１３名、千歳市１名の１４名でした。

　研修会の資料提供及び運営について連携会議が担当したので、報告をします。


１．学校事務運営計画（二本立て運営計画）について

昨年の市事協研究グループが行ったアンケート（管内研にも発表した）結果と、07年度石教研課題部会研究集会情報教育部会のレポート（一部引用）を全体で確認し、各学校の状況を交流しました。

討論テーマ：
①何が本務で何が本務外だと考えるのがよいか？


②私たちが考える本務を表明する上で、二本立て運営計画は有効だろうか？
論議から明らかになった意見（課題）
1 校務分掌で、他職種と一緒の部構成となっているため、分掌業務と本務（固有の業務）を分けることが難しい。
2 なぜ二つに分けることが必要なのか、どうしてもストンと落ちない。

3 そもそも、事務職員の本務（固有の業務）を分掌業務とどう区分けするべきなのかはっきりしないし、論議も不十分。

２．学校財政運営について

　運営計画の論議と関連させ、各学校の状況を交流しました。
討論テーマ：
１　校内配分予算・決算は、必要か不必要か

　
・校内配分について、どのように考えどのようにとりくむべきか。


２　備品購入計画の悩み

　
・備品購入計画に、事務職員はどのように係わっていったらよいか。


３　その他の財政財務活動


・施設設備関係にどのようにかかわっているか、またどのようにかかわるべきか。


・校内での予算要望にどのようにかかわっているか、また、どのようにかかわるべきか。


論議から明らかになった意見（課題）

1 校内配分の必要性については、全体で確認できたが、配分計画の立案方法（調査活動など）、配分区分、など各学校の状況、教職員の意識など現場状況に大きく左右される。（常陸私見ですが、新採用研修会などで「校内配分のすすめ方」などを講義するとしたら、やはり基本見解は必要になるのではないでしょうか。だとしたら、現場状況の違いはあるにせよ、押さえるポイントはあるはずなので、もう少し論議する必要はありそうです。）
2 備品購入計画については、「管理備品は事務、教材備品は教務」というスタイルとなっている学校もある。また、「購入計画は事務で無くても良いのではないか」という少数意見もあり。

３．実践交流について
実践交流は時間がなくなったので、自家用車公用使用調査速報について口頭でお知らせをするにとどまりました。

　研修会の最後に、参加者から一言感想をいただき終了しました。各学校の実態交流が出来たことへの評価が高く、冬季研修会、次年度研修会への足がかりとなりました。連携会議としては、今後の、「白書・提言」の作成に向け、今日の論議を生かすため再度のアンケート調査などで資料化することの必要性を感じました。


研修会終了後、少人数でしたが、協議会の音頭で懇親会が持たれました。その席でのＳさんの言葉が強く印象に残りました。「新採用の頃、教頭に『どの教科でどんな備品が必要か分かるようになれば一人前だよ』と言われた。」というものです。経験を積めば、何となく分かるとは思いますが、意識的に取り組むことの必要性と、そのように事務職員の仕事を見てくれている管理職が今はどれくらいいるのだろうか、という心配が交錯した一こまでした。









